
2023年度 大学IRコンソーシアム学生調査
調査結果 ＜ダイジェスト版＞

週あたりの活動時間

授業や実験に出る

11.7時間

15時間1年次

3年次

※平均活動時間

読書をする（マンガ・雑誌以外）

2時間

1.6時間1年次

3年次

2023年度のデータを一部紹介します

入学後の能力変化

分析力や課題解決能力

1年次 3年次

４７.８% ７４.０%

※大きく増えた、増えたと回答した割合

専門分野や学科の知識

1年次 3年次

６９.２% ８８.３%

学生生活の充実度

1年次 3年次

74.0% 71.0%

ちなみに・・・
授業課題のために図書館の資料の利用について
「ひんぱんにした」「ときどきした」と回答した人は

1年次 3年次

５３.６% ６8.0%

1年次 3年次

５1.6% ５2.3%

提出物に添削やコメントをつけて
返却があった

「教員が提出物に添削やコメントをつけて返却する」については、課題等に対するフィードバック方法のひ

とつであるため、本結果をもとに教学改善につながるよう、教員向けのシラバス作成に関するマニュアル

の見直しを行いましたが、2022年度よりも割合が減少しました。本データをもとに、各教学主体への働

きかけを行ってまいります。

本データは、2023年度 第2学期に実施した
「大学IRコンソーシアム学生調査（1年次・3年
次）」をもとに作成しました。

調査実施期間及び調査実施方法等は、
右表のとおりです。

10～12月を基本期間として調査を実施しています。みな

さんの学修状況、学生生活について、お聞かせください。回

答結果と本学における学修データをもとに、教育実態や学

びの現状等を把握し、教育の質を客観的に保証するととも

に、教育改善方策を見出します。

パソコン・タブレット・PCからも回答できます。

ご回答ください。
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